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本研究では、微視的核構造計算に基づいた準位密度を核反応計算に適用する。安定核においてs波中性子共鳴間隔

D0と同時に(n,γ),(n,2n)反応などの断面積を実験値と系統的に比較することで、準位密度の妥当性を検討する。 

キーワード： 準位密度, 中性子核データ 

 

１． 緒言 

統計模型を用いた核反応の計算では、原子核の準位密度の情報が必要不可欠となる。核データ評価では通常

Fermi gas模型といった現象論的な模型が準位密度計算に用いられるが、その信頼性は実験値を用いたパラメータ

調節に依存している。そのため、核分裂生成物など実験情報の乏しい不安定核の核データ評価に用いる妥当性は明

らかではく、パラメータ調節に依存しない微視的な計算手法の発展が望まれる。 

準位密度の微視的な計算手法として、Hartree-Fock(HF)理論により得られる一粒子準位を用いたcombinatorial

法計算[1]があり、主にs波中性子共鳴間隔D0の実験再現性においてその妥当性が議論されている。一方で、断面

積計算の実験値との比較については、特定の核種について(n,γ)反応の比較などが行われているが、十分とは言え

ない。 本研究ではcombinatorial法により準位密度を計算し、(n,γ)反応、(n,2n)反応などの核反応計算に適用

する。安定核について s 波中性子共鳴間隔 D0と同時にこれら核反応の断面積を系統的に実験値と比較し、微視的

計算手法により得られる準位密度の妥当性を検討する。 

２．計算手法 

Hartree-Fock-Bogoliubov(HFB)理論を用いた微視的核構造計算により一粒子軌道を決定し、その一粒子軌道を用

いたcombinatorial法により準位密度を計算する。得られた準位密度をテーブル化し、核反応計算コードCCONE[2]

に適用することで断面積計算を行う。 

３． 計算結果 

安定核283核種について準位密度を計算した。s波中性子間隔D0の実験値との比較では、変形の大きい核で比較

的良い実験との一致が見られる一方で、変形遷移領域で実験との大きなずれが見られる核種があり、核構造計算に

おける変形の記述の重要性がわかった。(n,γ)断面積の実験結果との比較では、全体的に D0 の実験再現性と似た

傾向を示すが、必ずしもD0の再現性と相関を示さず、実験の断面積を良く再現する核種が見られた。 
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